
  

 

部活動別の新型コロナウイルス感染症予防計画 

学校名 部活動名 顧問名 

都立青梅総合学校 剣道部 野島 哲二 

 

１ 当該部活動の基本方針 

 

 

 

 

 

 

２ 活動場所における感染症対策 

 

 

 

 

 

 

３ 活動前後の感染症対策 

 

 

 

 

 

 

４ 部室・更衣室等の利用計画 

 

 

 

 

 

 

５ 生徒自らが行動変容を考えるなどの指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

※ 各学校の実態等に合わせ、様式を適宜変更してください。 

様式２（部活動用） 

本校教育目標の達成のために自ら考え、同時に剣道部の目標である「東京都代表として関東大会、

全国大会出場」を実現するために日々努力を重ねる。また、自他の生命を尊重することで社会人と

して必要な資質を身に着ける。 

 

 

 

 

・部長会で得た情報を基に、注意喚起や行動の確認と見直しを適宜行う。 

・剣道部員として新型コロナウィルス感染の予防と拡大防止の自覚を意識するように、部員それぞ

れがコミュニケーションをとる。 

 

 

・常時換気するとともにCO2 メーターを利用して道場内の環境を確認する。 

・活動中はマスク、フェイスシールドを着用し、水分補給等でマスクを外す場合は私語をしない。 

・活動中は身体接触を極力避け、近づいた場合は発声をせずに速やかに離れる。 

 

 

・部活動前の体調を確認し、万全でない場合は帰宅して療養する。 

・帰宅後の体調管理をしっかりして、体調不良がある場合は登校を控えて療養する。 

・道場の出入りの際は手指の消毒をする。 

・部活動終了後は速やかに帰宅して途中での飲食は控える。 

 

・更衣の際は不織布マスクを着用し、短時間お互いの距離をとり私語をしない。 

・更衣室の換気を徹底する。 

 

 


